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１．はじめに 

本治水小委員会は、簗川流域懇談会（以下懇談会）のうち、岩手県

簗川の治水計画に係る基本的事項である計画規模や基本高水流量など

果を懇談会に報告することを目的として設置したものである。 
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３．治水小委員会の開催経過 

第１回  平成 17 年 1 月 12 日 

第２回  平成 17 年 1 月 24 日 

第３回  平成 17 年 3 月 4 日 

第４回  平成 17 年 4 月 18 日 

    第５回  平成 17 年 6 月 22 日 
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４．検証にあたっての留意事項 

岩手県が平成 9年度に策定した簗川の治水計画のうち、計画規模から基本高水流量までの検討
フローは、別紙「治水計画の流れ＜平成 9年時点＞」に示しているように、流域面積や資産の
状況などから治水安全度を先に設定し、それに対応する雨量や流量を検討し、基本高水流量

を決定する手順であった。 
  一方、岩手県河川課が平成 15 年度から平成 16 年度にかけて「岩手県における計画規模の決定

（治水安全度の設定）について（案）」をまとめた。 

今回、この考え方を適用した場合、平成 9年度に策定した治水安全度や基本高水流量が妥当で

あるかどうか、別紙「治水計画の流れ＜今回の検証＞」により検証を進めたものである。 

 

 

５．検討項目および検討結果 

 ｂ 治水基準点の設定 

治水基準点として設定している簗川橋は、流量資料が得られている葛西橋に近く、氾濫

区域など計画全般に密接に関係する地点であり、基本高水流量などの算定地点として妥当

である。 

 

 ｃ 実績降雨の収集 

実績降雨の収集にあたっては、流域周辺で長期間（大正 5年から平成 2年までの 75 年間）

のデータが得られている観測地点（盛岡、藪川、門馬、紫波、大迫）を採用しているが、

今回、5 観測所以外に新たに流域に近い区界観測所を入れた場合や観測期間を平成 2 年か

ら平成15年に延長した場合など様々なパターンにより2日間雨量について試算したところ、

県が計画している値と概ね近い値となることを確認した。 

このことから、5 観測所（盛岡、藪川、門馬、紫波、大迫）の大正 5 年から平成 2 年ま

での 75 年間の雨量データを使用することは妥当である。 

また、計画降雨の継続時間としては、1 日、2 日の雨量が考えられるが、主要洪水に係
わる降雨の継続時間がほとんど 2日となっていることから、計画に使用している流域平均
雨量を 2日雨量とすることは妥当である。 
なお、中小河川の場合２日間雨量は適正ではないとの意見があった。 

 

 ｄ 計画雨量の決定（各確率の雨量の算定） 

 計画雨量の決定にあたっては、本流域周辺に存在する 5 つの雨量観測所の大正 5 年から

平成 2年までの 75 年間の実績降雨を確率処理し、平均誤差率最小となるトーマス法を用い

て求めた治水安全度 1/100 に相当する 2日雨量 210 ㎜を採用することは妥当である。  

 なお、区界観測所のデータは簗川流域に一番流出する降雨データなので、区界を含めて

検討した結果を採用すべき、との意見があった。 
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ｅ 検討対象降雨群の選定 

 検討の対象とする降雨を過去の実績降雨の中から盛岡観測所において 2 日雨量が 100 ㎜

以上のものを収集し、実績降雨を計画雨量まで引伸ばす際に 2 倍を超えるものや異常降雨

と判断されるものを棄却して選定した 14 降雨は、検討対象降雨として妥当である。 

 なお、区界観測所のデータは簗川流域に一番流出する降雨データなので、区界を含めて

検討した結果を採用すべき、との意見があった。 

 

 

 ｆ 流出モデルの作成 

     県の計画では流出モデルに貯留関数法を採用しており、これに用いる定数

（K,P,TL,f1,Rsa）を決定するにあたり、6洪水について葛西橋における実績流量波形とこ

れらの定数を用いて再現計算した流量波形を比較し、概ね適合しているとの判断から定数

を定めている。 

今回、新たに定数を変えて波形の適合性を再検討したが、適合性の向上は若干見られる

ものの、その差は微量であった。 

これらのことから、計画に用いている貯留関数法の定数は概ね妥当である。 

なお、短時間降雨による検討を行うべきであり、その際、合理式のみではなく他の手法

も行うべきとの意見があった。 

 

 ｇ ハイドログラフの作成（各確率の流量の算定） 

     検討対象降雨である 14 降雨を貯留関数法により流出解析しハイドログラフを作成して

おり、その結果を確認した。 

 

 ａ 計画規模の決定（治水安全度の設定） 

 岩手県河川課が平成 15 年から平成 16 年にかけてまとめた「岩手県における計画規模の

決定（治水安全度の設定）について（案）」で定めているフロー（確率規模毎の想定氾濫区

域内における資産額・被害額等の指標やＤＩＤ地区貫流の有無）に、簗川の全体計画策定

時（平成 9年）に用いているデータをそのまま当てはめてみても簗川の治水安全度は 1/100

となる。したがって、簗川の治水安全度を 1/100 とすることは、妥当である。 

 なお、治水安全度を 1/100 とした場合の基本高水流量 780m3/s での氾濫想定域が国道４

号線まで及び過大ではないか、との意見があった。 

  

 ｈ 基本高水流量の決定 

     治水安全度1/100に対応するハイドログラフ群からピーク流量が最大となる昭和33年 9

月型の 780m3/s を基本高水流量として採用している。 

     これは、異常降雨等を棄却した上で、簗川流域に降り得ると判断される降雨パターンの

中での最大流量であり、基本高水流量を求める手法としては一般的であることから、基本

高水流量 780m3/s は妥当である。 

また、今回新たに、短時間雨量に着目した合理式による流量の算出、簗川で流量観測し

ているデータを基に流量確率による流量の算出、比流量図による比較等を行ったところ、
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合理式による流量は 830m3/s となり、流量確率による流量は主要洪水を含まない短期間の

データであることから 400～615m3/s となった。 

しかしながら、簗川は、合理式を用いるにあたっては一般的な適用範囲から外れる河川

であり、また主要洪水を含まない観測期間の短い流量データから解析した流量より、主要

洪水を含む 75 年間の降雨データから統計解析するほうが妥当である。 

     なお、実測流量データをもとにしつつ、実測流量が観測されていない期間については、

降雨からも止めた推計流量で補完することによって基本高水流量を求めるべき、という意

見があった。 

 

 

 

 

６．まとめ 

 本治水小委員会において、県が簗川の治水計画に用いている手法や値について、新たに

様々な試算や再検討を行ったが、その結果に大きな差異は認められなかった。 
このことから、県が簗川の治水計画に用いている手法や値については、概ね妥当である

と考える。 
 なお、実測流量データをもとにしつつ、実測流量が観測されていない期間については、降雨から

も止めた推計流量で補完することによって基本高水流量を求めるべき、という意見があっ

た。 

また、基本高水のみではなくいろいろな角度から治水を話し合うべき、との意見があった。 
 
７．治水計画を検討する際の留意点 

  【治水について】 
・簗川の下流部は、北上川との合流点から逆流してくる。 
・簗川本川が氾濫し、水位が高くなることにより大小の支川・小河川が氾濫する。 
【環境について】 
・簗川には倒木が多くあり、きれいな河川の管理に努めてほしい。 
 ・川沿いに植栽などをして、川の流れを眺め、音を聞き、安らぎのある川を作って行きたい。 
【その他】 
・雨にばかり着目しないで、土砂災害への対策をとることが重要である。 
・川と山を結びつけるというグローバルな視点で委員会を進めて欲しい。 
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＜平成 9 年時点＞
 

治水計画の流れ 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ

ｃ：実績降雨を収集します 

過去に実際に降った雨量データ

を収集します。 

ｆ：洪水流出モデルを作成します 

降雨量から河川の流量を推定す

るモデル（計算式）を作成します。

個

ｄ：計画雨量の決定 

辺

 

 

 

 

ｇ：ハイドログラフを作成します 

  洪水流出モデルを使い検討対象降雨（群）を基にハ

ドログラフを作成します。 
 

 

 

ａ：計画規模を決定します（治水安全度の設定） 

  どれくらいの規模の洪水に対応するかを決めます。

（例えば 100 年に 1 回程度の規模の洪水） 
 

 

 

ｂ：治水基準点を設定します 

  河川の流量などを設定するのに必要な箇所を周

の社会環境を考慮して決めます。 
ｅ：検討対象降雨群を選定します 

  過去の実績降雨から雨の降り方の異なる数

を選定して計画雨量まで引き伸ばします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ハイドログラフ 

河川のある地点での洪水時における時間と流量
の関係を表したグラフ。 

ｈ：基本高水流量を決定します 

  作成したハイドログラフのうち最も流量の大きい値

を基本高水流量とします。 
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＜今回の検証＞

治水計画の流れ 

 

 

ｈ

 

選

に対応する確率雨量を算定します。 

辺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ｇ：ハイドログラフを作成し、各確率の流量を求めます 

洪水流出モデルを使い、各確率規模の検討対象降雨

（群）を基にハイドログラフを作成します。このうち、

確率規模毎に最も大きい流量を各確率の流量とします。
 

 

 

ｂ：治水基準点を設定します 

  河川の流量などを設定するのに必要な箇所を周

の社会環境を考慮して決めます。 
 

 

 

ｄ：各確率規模の雨量を算定します 

  確率規模 1/100、1/70、1/50、1/30 等各々
ｅ：検討対象降雨群を選定します 

  過去の実績降雨から雨の降り方の異なる数個を

定して各確率雨量まで引き伸ばします。 
：基本高水流量を決定しま

 決定した計画規模に対応

ち最も流量の大きい値を基
ｆ：洪水流出モデルを作成します 

降雨量から河川の流量を推定す

るモデル（計算式）を作成します。
 

 

 

ｃ：実績降雨を収集します 

過去に実際に降った雨量データ

を収集します。 
ハイドログラフ 

河川のある地点での洪水時における時間と流量
の関係を表したグラフ。 
ａ：計画規模を決定します（治水安全度の設定） 

  各確率の流量が発生した場合の氾濫区域における資産額や

被害額などを算定し、別途定めた指標に当てはめて望ましい計

画規模を求めます。 

その上で、周辺河川とのバランスなどを考慮し、総合的に判

断して計画規模を決めます。 
す 

するハイドログラフ群のう

本高水流量とします。 
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